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Chandogya-Upanisad IV 1-3

「PautrayanaとRaikva」

後 藤 敏 文

1・Chandogya-Upanisad[ChU]に は 逸話風 の話が見 られ るが,こ の話 はその

種 のものが並ぶ 冒頭 にある。 こ れ ま で 多 く の翻 訳に取 り上 げ ら れ,LUDERS,

HAuScHILD等 の研究があ るが1),解 釈 は依然Sankara註 の場面設定 に捕われ て

いた;原 文修正 の諸提案はむ しろ理解 を歪 める。 改めて原文 を読 む と,か な り異

った解釈が得 られ,こ のUp.の 意 図そ の も の が考 え直 され る:Mahavrsaの

国 にPautrayanaと い う,布 施 に熱心 な王 が い た。彼 は雁 の会話 を耳 に して,

Raikvaと い う者が賭 博 に勝つ方法を知 つている と信 じ込む。そ こで当人 を捜 し

出 し,多 大な贈 り物 を して教 えを乞 うが,得 た のは単 なる学問"samvarga-vidya"

で あ った。思想 の 中身や個 々 の材料 はJaiminiya-Upanisad-Brahmana[JUB]

m-2に 出揃 っ て お り,こ れ に基づ くと判断 され るが2),そ こには王 もRaikva

も登 場せず,最 後 の謎掛 け問答 の部 分以外は物 語仕立 にな っていない。

2.《JanasrutiPautrayana[と い う]信 念を もって施 し,沢 山 の施 しを し,沢

山 の炊 き出 しをす る者(sraddhddeyobahuddyibahupakyah)が あ っ た。 「[人 々 が]

ど こで も私の[食 物 を]食 べ られ るよ うに3)」 と,彼 は い た る と こ ろ に 宿泊所

(avasatha一)を 建 て させていた。 さて,夜 に雁たちが飛び よぎった。そ の時,あ る

雁 があ る雁に次の よ うに声をかけた,「 おいおい,ち ょっ と,BhallaksaBhalla-

ksa,J。P。 の昼 間に等 しい輝 きが 広が ってい る。それを[我 々に]く っつけ るな

よ。それが君 を火傷 させ ない よ うに しろ。」》雁 の群 は何 の上 を飛 び過 ぎたのか?

P。 の昼間に等 しい輝 き(samamdivajyotir)と は 何を 指す のか?こ れ までの解

釈では,王 宮 の屋上に王 と侍従長 とが眠 っていて(王 が侍従長に話し掛けるので),そ

こか ら王の徳が輝 き上 ってお り,雁 はそ の上を飛び過 ぎた とされ る。仮 に侍従長

としたksattr一.oは 元 来 「料理 長,(王 室の)料 理長官」 であ った 。4)LUDERSは 別 の

論文(註4)で,こ の時代 には既 に高位 の官職 名 とな つてお り,も はや料 理には携

わ らなか った と主張す るが,そ の典拠 の一が 当箇所 であ る(:王 の隣で寝ている程で

あるから)。 しか し,<王 は宿 泊施設を設けて料 理を供 してい た〉,〈脇 に は 『司厨
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長,内 膳 の正』 とい う職 名の者がいた〉,<火 傷を しかね ない輝 きが立 ち上 ってい

た〉・ とい う三命題か らは,王 が料理長(官)と 共 に,自 ら指図 して頼 って来 る

者 たちに供す る食物 を,夜,調 理 してお り,煮 炊 きの火が燃え上が っていた,と

推論 され る。雁 の群 はかか る一施 設の上を通過 した と考え られ る。

3・ 話 し掛 け られ た雁 の名.Bha〃aksa一 はbhadraksa一 「幸運を もた ら す 目を もっ

た」 の中期方言形 と判断 され るが5),群 を 先導す る雁6)の 名 に相応 し い(「 目利 き

さん」)。物語の主題か らは,賭 博用 の木 の実 とい う意味 のaksa一 も懸け られ てい

ると思われ る(「 つきのいい 『目』をもった」)。BOが 答 える:《 … 「それはい ったい

誰 の ことを,君,そ うい うか らには,一 つ輻 に繋が った7)Raikvaの よ うに言 う

のかね。」》 ここで初め て王 の 「昼 間に等 しい輝 き」が徳 ・威光 の輝 きの意味に転

じてい る。初め の雁 には意味が解 らない:《 「人 が どんな風 な ら,一 つ輻に繋 が っ

たR。 なんだ い。」「勝 ち取 られ たkrtaOに 他 の下位の手(aya・)が 集 ま って 行 く

よ うに,何 であれ人 々が行な う正 しい こ とは(sadhukurvanti)そ の人に集 ま つて

行 くのだ。彼が知 つてい る事柄 を知 ってい る人,そ の人の ことを僕 は こ う言 った

のだ。」》 雁の言葉 の(表 面上の?)意 味 は他人 の 「正 しい行 ない」8)がR。 のもの

とな って しま うことにあ る と思われ るが,王 は謎 めいた言葉 の罠に陥 る:

4.《 そ れをJ。P。 が耳 に した。彼 は身 を起 こす の ももどか しく(samjihanaeva)9),

料 理 長官 に言 った,「 なん と,お い君,『 一つ軌 に繋が ったR。 の よ うに言 うのか

ね』 と[言 っ]た ら,『 人が ど ん な 風 な ら,一 つ輻 に 繋 が っ たR。 なんだ い』

と[言 った]よ なあ。 『勝ち取 られ た… こ う言 っ た の だ』[だ]と 。」》「何 と,お

い君,… た ら… よなあ」 と訳 したangare'halo)以 外 は雁 たちの言葉 と全 く同 一

である。困惑 した二 人の間の寝 ぼけたや り取 りとす るな ど様 々に解釈 され てきた

が,王 は賭博 に勝つ 方法があ ると思 つて興奮 し,料 理長官 に向か って雁た ちの会

話を繰返 した もの と思われ る。sayu、gvanamivaraihvamか ら繰返 され る の は こ

の人物が鍵 だか らであ る(注7末 をも参照)。 誤解 の基 は何 よ りも比喩 その も のに

あろ う。更 に,sadhukuyvantiを 「正 しい行為を行な う」(注8参 照)で はな く,

s。 のよ り語 源 に近 い 「目的 に まつす ぐ達す る,成 功 す る」意 味か ら(賭博で)

「巧 い手を うつ」 と思 った可能性があ る。最後 の殊 更 抽象的 な表現yastadveda

yatsavedasamayaitaduktah「 彼 が知 ってい る事を知 ってい る人,そ の人が僕

に よって こう言われ たのだ」 には何 か意 図が隠 されてい るよ うに思わ れ る。最 初

のsar彼 」11)がR。 であれば,彼 と同 じ知識 を持 てば 第 二 のR。 となる意味 に

な るが,王 はそ の知識 を聞 き出せば賭博 に勝 て ると思 い込 んだ。
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5・ 《その料理 長官 は捜 し求 め た のち,「 見つ か りませんで した」 と戻 つ[て 来]

た。彼 に[王 は]言 った,「 君,婆 羅門 を探す,そ うい うところでな ら,そ の 人

に行 き当たれ るぞ12)。」 彼は,荷 車 の下で皮膚病 を掻 いている男のす く脇 に し ゃ

が み込 んだ13)。 「君が さて,貴 兄,一 つ範 に繋 が ったR。 だね」 と彼 に 声をかけ

た。「私がそ うだ,き み い14)」 と認 めた。そ の料理長官は 「見つけ ま した ぞ」 と

戻 っ[て 来]た 。》場面が替わ る。 この物 語には推移 ・経過を説明す る繋 ぎ の文

が極め て少 ない(注13を も参照)。 生 き生 き した会話が 中心に置 か れ,Br.の 挿 話

やUp.一 般 と比べ,文 体 ・語 りそ の ものが強 く意識 さ れ て い る様 に思われ る。

料理長官は何処 を探 したのか?当 然賭 博場や博変打ち のいそ うな場所 であろ う。

王は婆羅門brahmana一(学 者)を 当 つてみう と言 う。 こ こにUp.か ら仏教 ・ジャ

イナ教興起時 代 へ か け て の 重要概念 「真 の婆羅 門」を見 ようとす るDEUSSEN,

LUDERSら の 試みは深読み に過 ぎ よ う。(R。 が体 を掻いていた理由は後述。)

6.《 す ると,J。P。 は,牛 六百頭,金 の頸飾 り,螺 馬に牽 かせ た(乗 用)車

15)それ を(全 て)xて
,出 向いた。彼 に声 をかけ た,「R。 よ,こ こに牛六百

頭,こ こに ・.,こ こに ・・車が ある。君が崇 めてい る神格,そ の 神 格 を 私(の 為)

に 教え示せ。」彼 に相手は答}た,「 嘲笑(ahaha)あ れ,お ま え 下 人 よ(sudya),

君 自身 の牛達 とも ども君 に16)。」 す る と,も う一一度J。P。 は,牛 千頭,金 の頸

飾 り,+`P-馬 に牽かせた車,[自 分 の]娘15)そ れ を(全 て)携 えて,出 向いた。

彼に声をかけた,「R。 よ,こ こに… ここに[君 の]妻,こ こに君が[今]座 って

い る村が あ る。私 を,貴 兄,教 え諭 せ。」[ROは]そ の女 の顔 を持 ち上 げ て自分

に近づけなが ら言 った,「[彼 は]こ れ ら(牛 たち)を 持 つて きぞ。sudraよ,こ

の顔 だけで君は[私 を]な び かせ られ たろ うに17)。」[R。 が]彼(J。P。)の ため

に住 んだのは,こ のRaikvaparna18)と い う名 の,Mahavrsaの 人 々(国)の 中

にあ る人 々(地 方)で あ る。》 王 の初 めの発 言に注 目されたい。 あ くま で 賭博 の

ことと思 い込 み,つ きのいい 「神格」を教 えて くれ と頼む。二度 目は単 に,私 を

教化せ よ,と 言(っ てしま)う 。 そ こでR。 は"samvargavidya"を 教 示す る。

R。 は結局P。 の姻戚 として国 内の一地方 を治 めた もの と思われ る。

7.《 彼 に[R。 は]言 った:「 風は実 にsamvayga一(取 り込む/ま きあげる者)で あ

る。火 が消え去 る時には,風 の中に入 るのであ る。太陽が沈む時 には,風 の中に

入 る。月が沈 む時には:。 水が乾 き上 が る時には:。 風が これ ら全 てを取 り込 む/

ま きあげ る(samvrnkte)の だ か ら。以上が神格 につ いてであ る。次 に自己に つい

ては:気 息は実 にsamvayga一 で あ る。人が眠 る時,ほ かな らぬ気息の中に ことば
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(言語機能)は 入 る。気息 の中 に視覚は。:聴 覚は。:思 考機能 は。気息が これ ら

全てを取 り込む/ま きあげ るのだ か ら」 と。 その よ うな この両 者は実にsamvar-

ga一で あ る。風 こそが神 々 の 中で,気 息が生体諸機能 の中 で19)。》JUBに あ る思

想を凝 縮 し,各 五要素を採 って纏め ている。注 目すべ きは風/気 息 を主語 に して

他動詞sam・vrnkte「 振 じ りとって 自 らの下へ集め る」 で表現す る視 点 の変更 で

あ る。賭 博用語(「 まきあげる」)が 懸意 され てい ることは明 らかであろ う20)。

8.こ こでR。 の話 は終 り,《 さて,SaunakaKapeyaとAbhipratarinKak-

saseniと が給仕 を受 けてい る最 中に,二 人に学 生(byahmacdyin・)が 食 を乞 うた 。

だが二人は彼に与え な か った》 で始 まるTristubh二 詩 節 に よる謎懸け問 答 の

話が続 く。内容はJUBm-2に ほ ぼ同様 であ るが,JUBで は 二人の学 者は給 仕

役であ る(Int.payi-vevisyamana-21・)の に対 し,payi-visyamanauと 受 身 にな って

い る点が特に 目を引 く。 これ に よって三人 とも王 の施設 に庇護 を求 めて来 た者達

と解釈 で き,一 音節 の差でP。 の物語 に見事 に組 み込 まれ てい る。22)

作 者 は最後 に,samvargavidya「 取 り込み/ま きあげ論」 の中 に現 わ れ た五

神 と五機 能の合計十を,賭 博 の勝ち の手krtaOと 同 置 し,更 に これを食物(anna-)

と 「食物 を食 べ る」viraj-な る原理 と に同置 して,《 人が この よ うに知 る時,こ

の全てはその人に よって見 られた もの とな り,[そ の人 は]食 物 を食べ る も の と

なる》 と,「 賭博 と食物」 とい う主題 に添 って全体 を締め くくる。23)

9.登 場 人物 の名 を検 討 し,こ のUp・ の意図 を探 っ て み た い。王 の名 に 近 い

ものをVeda文 献 に求 め ると,Jaiminiya-Brahmana[JB]に 数 回 言 及 され る

Nagarin-Janasruteya-が あ る。 この学 匠 はAitareya-Br・V30,15で は,

Agnihotra祭 施 行 の刻限が 「夕方 に客(旅 人)を 追 い出 してはな らない」 とい う

慣習法 を引用 して根拠 づけ られ る(難 解な)文 脈 で,あ る人物 の子孫 の隆盛 を こ

れ に関す る知識 の有無 に結 び付けた格言を残 して い る。「夕方 に客 を追 い出 して

はな らない」 はPautrayanaの 施 設で,夜,食 事が調理 ・提供 され ていた ことを

想起 させ る。物語 の下敷 き とな っ たJUB皿 巻 のvamsa(師 資相承次第)に 挙げ

られ るagarin一J:anasruteya-Kandviya一 も同一人物であ ろ う:Hrtsvasaya-Al-

lakeya-Mahavrsa-rajan一 「Ma。 族 の王,A。 の子孫,『 心 に宿願(?)あ る者』」

-> Janafruta- Kandviya- --+ Sayaka- Janafruteya- Kandviya- --> Nagrin- J° K' ,,

以下は推測ではあ るが,就 れもMahavrsaの 国の王(首 領)の 家系 と思われ,

同時に学匠であった ことになる。Nagayan-『 都邑持ち』 とい う 「愛称」からは彼

の代になって都市ないし首邑を持つに至つたことが推定され,そ の前のSayaka-
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『飛び道具』は版図拡大の為に大いに戦っていた のであろ う。Pautrayanaの 物

語の背後には当時知 られていたMahavrsaの 建国伝説がある様に思わ れる。諸

部族が統合され,都 市を備えた国が形成されて行 く過程で,覇 王達は有力な祭式

専門家(知 識人)を 優 遇 し,集 めたことが文献から推測されるが,こ の王家 も伝

説になる程進んだ施策を取ったのであろ う。P。 の宿泊所 とは旅をする学者兼僧

侶の為の宿泊 ・給食施設であったと思われる。支配階級にとって重要な賭博も国

の隆盛に係 っていようし,王 は賭博で儲けた金をこうした施設に投資 していたの

かも知れない。24)

一種のGotra名 と考えられるKandviya一 は
,Den.kanduya-to「(か らだの痒みを)

掻 く」(YV-Sarhh.+).vkandu一 「痒み,か らだを掻 くこと」(Kl.)を 想起 させる。

この一族の王かつ学者 と想定 される者が25)荷車の下で 「皮膚病を掻いている」婆

羅門か ら教えを受け継 ぐとい う奇妙な話)には,氏 族名を 「痒みの末喬」 とする

(通俗?)語 源解釈への 「遊び」が意図されていよう。

Raikva一は,作 者がMahavrsaの 国に現実にあった地方ないし部族名Raikva-

payna一(注18)に 着 目して,こ れから創作したものと思わ れ る。rayihkva(kva

rayih)「財産は何処にある/ど うした?」 に似 た響 きを利用した ので あろう。26)

王が望んだものは?賭 博で一財産稼 ぐこと。得たものは?学 者の家系の彼なら

知っていた筈の只の学問。雁のBhallaksaの 言葉を も う一 度振 り返ると:「彼

(=Pautrayana,注11参 照)が 知っている事柄を知 ってい る人,そ の人のことを僕

はこう言ったのだ」 とも読める。P。 の 「正 しい行為 ・手」をR。 が 「まきあげ

て」しまった とも言え,実 に 「目の利 く」雁であったことになる。27)

このような,パ ロデ ィーとも言える 「脚色作品 ・お話 し」が真実 ・事実に照応

した(satya-)文 か らのみ成 り立つべ きVeda文 献に収録 されたことには理由が

ある筈だが,辻 褄が巧 く合い,賭 博 と王 の施設(及 びそこで供される食物)と い う

主題で破れなく纒め上げられ,懸言葉が見事に成功 しているのも一種のsatya-な

のではなかろうか。何れにせ よ,事 情に通 じた当時の専門家仲間に向けて語 られ

た傑作 と思われる。今回指摘 し得た諸点以外にも秘密が発見できるであろ う。

1) LUDERS, Zu den Upanisads. I. Die Samvarga-vidya (1916=Phil.Ind. 361-390),
HAUSCHILD, Mel. Renou(1968)337-365.諸 研 究 はOBERHAMMER/WERBA, E. Frau-

wallner, Nachgelassene Werke II(1992)40-43の 脚 注(WERBA)に 詳 し い。

2)OERTEL JAOS 15(1892)249-251は 当箇 所 の平 行 版 とし てJUBの 当 該 部 分 を 初
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め て発表した。LUDERS上 掲論文はJUB版 が本来の姿であることを詳しく検討 して

い る 。 更 にFUJII JIBS 37 1002ff.参 照 。"samvargavidya"の 一 層 古 い 形 はSBX3
,3

(DhiraとJabalaの 話)に 辿 ら れ る(特 にRUBEN, Beginn der Philosophie 131)。

3)me'tsyanti:可 能 の 意 味 の 口 語 的 用 法;こ の 種 のFut.はK. HOFFMANN, Aufsatze

zur Indoiranistik II 371; Gen. meに つ い て はOERTEL KZ 67 146-153参 照 。

4)ksad「 食 卓 に 供 す る 」 の 行 為 者 名 詞 に 遡 る 。LODERS ZDMG 99 117=Kl.Schr.50;

RAU, Staat und Gesellschaft 110f.; GOTO I. Prasens 123 n.131参 照 。

5)WERBA 40 n.27参 照 。 bhadra-の 語 義 はOLDENBERG K1. Schr.II 843ff.参 照 。

6)先 導 の 雁 であ る こ とはHAUSCHILD 338, 343f.がSankara注 を援 用 し つ つ 強 調 。

しか し,具 体 的 な 証 拠 はtan ma prasanksisに あ る:aktiv故 「それ を く っ つ け る

な」(pra-sanj「 ～ を ～ と接 触 ・付 着 させ る」)の 意 とな り,「 我 々 と」(Instr.)が 省 略

され て い る と判 断 され る。 「そ れ に触 れ る な」(既 存 の 解 釈)で あ れ ばreflex. Med.が

求 め られ る(GOTO, Munchener Studien zur Sprachwiss. 39 33 n.32参 照)。

7)sayugvan-:接 尾 辞-van-(Fem.-vari-)は(潜 在 的 に は 全)語 根 名 詞 に付 せ られ,

行 為 者 名 詞 の 機 能 を継 承(明 確 化)し,性 の表 示 と容 易 な 活 用 とを 齎 す 。 基 礎 に あ る

sa-yuj-は 「同盟 を 結 ん だ;同 行 者 」 の 意 味 でRVに 出 る。sayugvan-は 他 に実 体 詞

(m.)と して 一 例 の み:RV X 130,4 agner gayatriy abhavat sayugvo,-usnihaya savita

sam babhuva「G° はAgniの 同 盟 者(伴 侶)と な った 。SavitrはU° と合 体 した 」。

「一 つ軛 に 繋 が った/れ た 」 の意 図 す る所 は,他 人 の 「正 しい 行 な い 」 の 彼 へ の移 行 ・

集 中 か,P° との 姻 戚 ・同 盟 関 係(後 出)に あ る と思 わ れ る が 明 らか で な い 。 賭 博 用

語 と して の 価 値 も当 然 推 定 され るが(LUDERS「[賭 け 金 を]取 り集 め る者,併 合 者 」,

HAUSCHILD「 取 り込 み 屋,ま きあ げ 屋 」),確 証 は な い。

8)sadhukrtya-「 正 しい 行 い 」(及 び 動 詞sadhu krの 結 果;～sukrta-)は 人 が そ れ

に よ って 自 らの 中 に 蓄 え る一 種 の潜 勢 力 で あ り,ヴ ェー ダ文 献 で は 主 に 死 後 の 天 界 へ

の 道 で 効 力 を 発 揮 す る。 神 の 一 員 と な る者 は 門 前 で全 て を空 に す る が,そ の時 に は 彼

のsadhukrtya-は 父 祖 達 に 移行 す る。Cf. JUB III 14,6, JB I 50:18ff., I 18:17,

TB lII 11,8,3.4, SB IV 6,8,13.15。Dhammapada 67を も参 照 。

9)sam-ha「 起 き上 が る」(:ha「 姿 勢 を 変 え る,身 じろ ぐ」,cf. HOFFMANN Aufsatze

II 377)は 本 来,身 を 起 こす 前 の 「体 を縮 め る」 動 作(家 畜 か ら発 想 と も)を 言 うと

推 定 され,王 が 眠 っ て いた(特 にLUDERS 371)こ とを 意 味 しな い 。

10)angaに つ い てはSCHRAPEL iva 47ff.参 照 。anga+are+aha(haで は な く)の 解

釈 も同 書78Anm.が 指 摘 す るが,haは 三番 目の位 置 に 来 な い とい う誤 解 に 基 づ く。

haとahaと に この 意 味 での 差 は 無 く,Vok.のare「 お まえ!」 が 挿 入 され て い る

の であ る。ahaを 採 るの は,軽 い 対 比 を 示 す 場 合 の先 行 文 に用 い られ,後 続 文 に は何

も来 な い(時 にatha, u, tu 等)と い う機 能(DELBRUCK Ai. Synt. 498)に 基 づ く。

11)通 常 のanaphoraの 用 例 な らsaの 受 け 得 る既 述 の 者 に は王 とR° しか な い 。

12)arccha「 行 き 当 たれ 」:Ipf. arccha-tな どか ら作 られ た二 次 的 語幹(cf. LUDERS 372,

彼 自身 は 語 義 を 解 しか ね,acchaに 修 正);Iptv.は 可 能 の 意 味 の 口語 的 用 法 と解 され

る(叙 事 詩 な ど の用 例 はSPEYER, Ved.u.Skt.Synt. 57参 照)。

13)upopavivesaの 前 置 詞 重 複 の 用 法 に つ い て はBOHTLINGK/ROTH s. v. vis+upopa(殊
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(48) Chandogya-Upanisad】V1-3「PautrayanaとRaikva」(後 藤)

にChU I 10,8, IV 6,1),更 にDELBRUCK Ai.Synt. 55(例 えばupary-upari「 真

上 に」)参 照 。JANERT KZ 71 108, HAUSCHILD 353の 「恐 る恐 る,ゆ っ く り と(近

づ いた)」 は用 法 に 支持 され な い 。 また,「 近 づ い た 」 の では な く 「座 り込 ん だ 」 の で

あ るか らR° は 地 面 に い た と思 わ れ,王 女 の顔 を 上 向 か せ る(後 出)こ とか ら,幌

付 きの 荷 台 の 上 に座 っ て い た と し,sakata-「 荷 車 」 を*sa-kata-「 席,即 ち幌 付 きの 」

か ら導 く根 拠 とす るJANERT等 の 主 張 は 無 理 。 経 過 説 明 の文 を 節 約 す る 文 体 か ら は

R° が 座 っ た ま ま で い た と も,王 女 が立 った ま ま と も解 らな い し,む し ろ不 自然 。

[窮 迫 時 の婆 羅 門 に許 され る運 搬 業 の 意 で のsakata-Yaska VI 5 etc.参 照 。]

14)ara3(i)のPlutiに つ きasav aham bho3 iti ParGrSu II 2,18等 を 参 照 。

15)OERTEL, Syntax of Cases 78参 照 。

16)ahahare tva sudra tavaiva saha gobhir astu. BOHTLINGK, LUDERS, HAUSCHILDは

ahaha+are+tvaの 構 文(侮 蔑 ・罵 りのdhik+Akk.「 ふ ん,… め!」 の型)と しつ

つ も,sudraの 後 で 文 を 切 り,astuの 主 語 に苦 慮 す る。 しか し,全 体 で完 結 した 一 文

で あ る,cf. ChU VII 15,2 dhik tvastu; 更 にahaha balalapana Jataka III P.450,9

(SlOka; ba° の性 ・格 は不 確 定 な る もDUTOIT III 495: "Weh uber eure dummen

Reden"),ha Devadattam etc. (SPEIJER Skt.Synt. 327 Rem.2を 見 よ)参 照 。

17)GOTO I. Pras. 279 n.648を 見 よ(WERBA 42 n.36に 更 に他 見 解 の列 挙 あ り)。

18)「Raikvaの 翼 」 また は 「R° のParna(=Palasa)樹 」。

19)火 ・太 陽 ・月 ・水 及 び 風 はdevah「 神 々」,言 語 機i能 か ら気 息 ま で の五 者 はPrauak

「生 体 諸 機 能 」(元 来 はellipt.Pl.「 気 息 た ち 」,cf. DELBRUCK 600, HOFFMANN 387f.,

WERBA 37 n.19)で あ るか らIV 3,2.3で と もにetan sarvan(m.)で 受 け られ る。

20)特 にLUDERS 375f.参 照;更 に 人 名samvargajita Gotamah DrahySrSu VIII 3,37。

21)-ya-に よ るInt.(常 にMed.)は 語 根 の も つ性 質(自:他 動,行 為:経 過 な ど)を

そ の ま ま受 け 継 ぐの で,「 ～ の 回 りで 繰 り返 し立 ち 働 く,給 仕 を して い る」 意 味 。

22)HAUSCHILD 363は 主 題 との 関 係 が 乏 し い とし て,考 察 を 打 ち 切 っ て い る。

23)4で 割 り切れ る 「手 」krtaは 即 ち4と,更 に下 位 三 者 を取 り込 ん だ10(4+3+2+

1)と 等 置 され る。10,viraj-な る女 性 原 理,食 物 の 同置 は既 に確 立(特 にJB III 42)。

24)更 にPriya-Janasruteya-Kandviya-JB I 22-24参 照 。 古 い 時 代 に 舞 台 設 定 され て

い れ ば,Up.の 時 代 を直 接 反 映 は しな い 。

25)P° は 無 邪気 さを 寓 意 して 作 者 がputra-「 息 子,子 供 」 か ら創 作 か 。 実 名 を避 け た

もの か,Janasruta-「 人 々の 間 に 聞 え あ る」,Janasruteya-「Janasruti-の 息 子,Jana-

sruta-の 子 孫 」 は あ るが,Janasruti-「Janasruta-の 息子 」 そ の もの は 見 出せ な い。

26)テ クス トの 異 読rayikva-を も参照 。R° 自体 はreku-(RVに 二 度reku padam「 残

され た 足 跡 」,た だ し既 存 の 解釈 は異 な る)か らのVrddhi-派 生 で あ ろ う。

27)鳥 の 予 知 能 力 や 鳥 占い に 関 す る観 念 が 背 景 に あ るか も知 れ な い 。

<キ ー ワ ー ド> Veda, Upanisad, Chandogya-Upanisad, samvargavidya, Raikva

(大 阪 大 学 助 教 授, Dr.phil.)
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